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【ご利用にあたって】

・表やグラフの数値は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計（小計）が整合しない場合があります。

・記載内容は、令和６年３月現在の内容のため、変更が生じる場合があります。

令和６年度のおもな事業 ．．８
暮らしに関すること

健康・福祉に関すること

産業・観光に関すること

教育・文化に関すること

その他

この冊子では、町のお金(予算)の使いみちや、その内容などについて、

グラフやイラストを入れてわかりやすく紹介しています。

町の予算や仕事に、興味をもっていただくきっかけになれば幸いです。

令和６年度版わかりやすい予算説明書

予算を知ろう ．．．．．．３
令和６年度の予算は？

どんな収入があるの？

町のお金は、何に使われるの？

町民１人あたりの予算はどのくらい？

予算を家計簿に例えてみると？

予算のしくみ ．．．．．．１
予算って、なんのこと？

予算は、どのように決まるの？

予算をつくる７つの要素

2

3

1
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予算って、なんのこと？

予算は、町に入ってくるお金「歳入（収入）」と、出ていくお

金「歳出（支出）」の使い道を計画したものです。

町の仕事（事業）は、すべて予算を通して行われ、その仕事を

するためのお財布を「会計」といいます。

予算は、毎年４月１日から翌年３月３１日までの収入と支出を

比べ、町の財政状況を明らかにすることができます。

予算は、どのように決まるの？

予算編成方針では、実施計画
(今後10年間に取り組む事業と

経費をまとめたもの)や、財政

計画(将来の財政状況の見通し

をまとめたもの)をもとに、翌

年度予算の考え方や重点的に

取り組むものなどを示します。

次に、どのような行政サービ

スを実施するかを話し合い、

予算案が完成します。

完成した予算案は、町長が議会に

提案します。

町議会で決定(議決)されると、予

算が成立します。

当初予算
当初予算は、新年度が始まる前までに

町議会で議決され成立します。

これを「当初予算」といい、一般的に

は『予算』といえば当初予算のことを

指します。

11月 ① 予算編成方針

12月 ② 予算要求

1月 ③ 各課ヒアリング

④ 町長・副町長査定

2月 ⑤ 予算案の決定

3月 ⑥ 議会提案

⑦ 議会審議

⑧ 予算成立

4月 行政サービスの実施

当年度

翌年度

補正予算
補正予算は、当初予算の編成後に

生じた事由により、当初予算に追

加または変更をする予算のことを

いいます。
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予算は、次の７つの要素から成り立ちます。

それぞれの特徴の一部を紹介します。予算をつくる７つの要素

１．歳入歳出予算

１年間に実施する事業とその事業に必要な

お金（歳出予算）、町にどのくらいのお金

が入ってくるか（歳入予算）を見積ったも

のです。歳入予算は、計画された金額を超

えて収入することはできますが、歳出予算

はあらかじめ上限を決めて、その上限を超

えないようにお金を管理します。

２．継続費

大きな工事など、その事業が終わるまでに

２年度以上にわたって継続して代金を支払

う必要がある場合に、必要なお金の総額と

各年度の支出限度額を決めることで、事業

が何年間にわたるかを明らかにします。

３．繰越明許費

ある特定の事業が翌年度にずれ込むため、

年度内に支払いが終わらないことがあらか

じめ予想される場合に、翌年度に繰り越し

て使用することができるお金の限度額を決

めておきます。

４．債務負担行為

翌年度以降の支出を伴う契約などを行う場

合に、あらかじめ予算で、期間を限定して

その限度額を予算に決めておきます。

５．地方債

特定の事業の支払いに充てるため、町が長

期的に借りるお金のことです。

家計におきかえると、住宅ローンなどに相

当します。地方債は歳入不足を補うもの

で、地方債で得られる収入は、必ず歳入予

算に計上します。

６．一時借入金

年度内のある時期に一時的に発生する資金

不足を補う借入金です。一時借入金は、一

時的な資金不足が生じなければ借入する必

要はありませんが、借入した場合はその年

度内の収入で、年度内に返済しなければな

りません。予算では、その借入最高額を決

めておきます。

７．歳出予算の各項の経費の

金額の流用

歳出予算は、「款・項・目・節」の４つに

区分されています。このうち、款と項は議

会の議決で金額が決まっているため、相互

の流用はできません（議決内容を勝手に変

更することはできません）。

この冊子では、

「歳入歳出予算」を中心に

紹介するよ。
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令和６年度の予算は？

総額 1 9 4億 5 , 0 5 1万円のうち、

身近な行政サービスを行う

「一般会計」が全体の半分以上

を占めています。

次に、国民健康保険や介護保

険など、特定の事業を行う

「特別会計」が多くなっていま

す。

115億円

（59.1％）

国民健康保険

特別会計
23億71万円

（11.9％）
奨学資金貸付事業

特別会計
1,914万円（0.1％）

下水道事業会計
17億5,804万円

（9.0％）

介護保険

特別会計
24億3,524万円

（12.5％）

後期高齢者医療

特別会計
2億9,431万円

（1.5％）

病院事業会計

11億4,307万円

（5.9％）

50億4,940万円

（26.0％）

29億111万円（14.9％）

町のお財布は３種類

一般会計

おもに町税や地方交付税の収入をもと

に、福祉・教育・道路整備など生活に

つながりのある行政サービスを行う会

計です。

特別会計

特定の収入をもとに、その事業を行う

会計です。おいらせ町には、奨学資金

貸付事業・国民健康保険・介護保険・

後期高齢者医療の４会計があります。

公営企業

会計

利用者の皆さんが支払う料金収入をも

とに事業を行う会計です。おいらせ町

には、病院事業会計と下水道事業会計

があります。

公営企業会計

一般会計

特別会計

いろんな会計があるね。

この冊子では、一般会計の

予算を中心に紹介するよ。

当初予算

総額
194億5,051万円
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歳入のしくみ

どんな収入があるの？

町 税

25億6,770万円

（22.3％）

地方譲与税等

9億472万円（7.9％）

繰入金
5億9,961万円

(5.2％)

地方債
8億4,652万円（7.4％）

使用料・手数料
7,696万円(0.7％)

その他
2億961万円(1.8％)

町に入ってくるお金は、地方税や使用料・手数料などの町が自主的に収入かできる

お金（自主財源）と、国や県などから調達するお金（依存財源）に分けることができ

ます。

さらに、その財源は、使い道が決まっているお金（特定財源）と自由に使えるお金

（一般財源）に分けることができます【参考：下の図】。

歳入総額
115億円

町税、固定資産

税、たばこ税、軽

自動車税など

町の基金を取り崩

して使うお金

施設の使用料など

財産収入や寄附金

などの諸収入

地方消費税など国や県が

集めた税金から配分されるお金

国や銀行から借りるお金

34億5,388万円

（30.0％）

自主財源

80億4,612万円

（70.0％）

依存財源

地方税（町税）

分担金・負担金など

分担金・負担金

（使い道が特定されるもの）

地方交付税、地方債（赤字公債）

地方譲与税、利子割交付金、

地方消費税交付金など

国庫支出金、県支出金
（一部は一般財源）

地方債（赤字公債のぞく）

依存財源 自主財源

一般財源

特定財源

お金(財源)の区分

地方交付税
35億2,487万円(30.7％)

使い道を特定せず、

自治体の財政状況により

国から交付されるお金

国・県支出金
27億7,001万円

（24.1％）

使い道を特定し

て、国や県から交

付されるお金

依存財源も上手に

活用しながら

自主財源を確保

することも

大切なんだ。
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町のお金は、何に使われるの？

民生費
38億8,466万円

（33.8％）

教育費
19億6,081万円

（17.1％）

総務費
12億6,752万円

（11.0％）

土木費
15億273万円

（13.1％）

公債費

9億3,523万円

（8.1％）

衛生費
9億5,466万円

（8.3％）

農林水産業費
2億2,524万円

（2.0％）

その他
2億3,132万円

（2.0％）

町のお金は、子育て支援や高齢者福祉などに使われる「民生費」、学校教育や

社会教育などに使われる「教育費」、道路整備や公園管理などに使われる「土木

費」など、日常生活に関係の深い分野に多くの予算が使われます。

消防費

5億3,783万円

（4.7％）

右は令和5年度の歳出だよ。

令和6年度のグラフと比べてみると、

お金の使いみちは、毎年必要に応じて

変わっていることがわかるね。

歳出総額
115億円

Ｒ５

歳出総額
104億9,700万円

民生費
37億9,179万円

（36.1％）

土木費
14億6,038万円

（13.9％）

総務費
13億5,396万円

（12.9％）

教育費
10億9,165万円

（10.4％）

公債費
10億2,594万円

（9.8％）

衛生費
8億9,745万円

（8.5％）

消防費
4億5,307万円

（4.3％）

農林水産業費
2億1,052万円

（2.0％）

その他
2億1,225万円

（2.0％）

歳出の科目
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町民１人あたりの予算はどのくらい？

一般会計の予算を町民１人あたりに計算すると、

４５万７，６５７円 の住民サービスを行っています。

令和６年度一般会計予算を、令和６年１月31日現在の人口 25,128人で割りました。

民生費

（福祉・医療等）

149,968円
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予算を家計簿に例えてみると？

町の予算を、６人家族の家庭に例えてみましょう。
（一般会計予算を1916分の1に置き換えた場合：１か月の収入約50万円、年収600万円とします。）

支出は、食費や医療費・ローンの返済など毎月必要な支出(義務的経費)の

ほかに、光熱水費や日用品(経常的な支出)、家のリフォームや家電の

修理(臨時的な支出)があります。

収入は、お給料のほかに、貯金を取り崩したりローンを組んだりして、

支出分に足りないお金をやりくりしています。

義務的経費
法令で支払い

が義務付けら

れているお金

です。

投資的経費
建設事業など

に使うお金

です。

その他の経費
その他の経費の

うち、物件費は

義務的経費に近

く、経常的に支

払いが必要なお

金です。



表の見方

№ －

財源の割合（横棒グラフ）

事業内容 イメージ図

8

その他のお金

町 の お 金

県 の お 金

借 り る お 金

・・・・・

事業の名前 ○○○○○事業

事業に必要なお金 ○○○ 万円 担当する課 △△△課

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 国が負担するお金

青森県が負担するお金

町が国や銀行から借りるお金

使用料や基金を充てるお金

町が負担するお金

予
算
の
し
く
み

予
算
を
知
ろ
う

お
も
な
事
業

令和６年度のおもな事業

４．教育・文化に関すること

№ 4-1 学校給食費の無料化事業

№ 4-2 木ノ下中学校の講堂改築事業

№ 4-3 小中学校防犯施設整備事業

№ 2-1 民間保育園への運営費給付事業

№ 2-2 子ども・子育て支援事業

№ 2-3 子どもの医療費補助事業

№ 2-4 ひとり親家庭の医療費補助事業

№ 2-5 障がい者および障がい児の福祉事業

№ 2-6 健康診査事業

２．健康・福祉に関すること

№ 3-1 農業振興・多面的機能支払交付金事業

№ 3-2 観光団体支援事業

３．産業・観光に関すること

№ 1-1 公共交通確保事業

№ 1-2 浄化槽設置費の補助事業

№ 1-3 ごみ処理事業

№ 1-4 道路の維持補修事業

№ 1-5 道路新設改良事業

№ 1-6 橋りょう整備・補修事業

№ 1-7 除雪対策事業

№ 1-8 コミュニティ推進事業

№ 1-9 消防体制の確保事業

１．暮らしに関すること

№ 5-1 ふるさと納税事業

№ 5-2 定住促進事業

№ 5-3 新庁舎・病院建設事業

№ 5-4 公共施設の適正管理事業

№ 5-5 公共施設照明器具ＬＥＤ化事業

№ 5-6 町債（町の借金）の償還

５．その他

令和６年度に取り組む事業のなかから、

くらしに身近な事業を分野別に紹介します。

財源の内訳の割合を

横棒グラフで示しています。

事業をイメージできる写真や

イラストを掲載しています。

事業のおもな内容を

掲載しています。



№ 1 － 1

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 26%

町 74%

№ 1 － 2

財源の割合（棒グラフ）

国 19%

県 10%

借 0%

他 0%

町 71%
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予
算
の
し
く
み

予
算
を
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う

お
も
な
事
業

コミュニティバスの運行

公共交通確保事業

事業に必要なお金 ４,９７０ 万円 担当する課

事業の名前

その他のお金 万円

財源の内訳

万円

特
定
財
源

国 の お 金

県 の お 金

借 り る お 金

その他のお金

２３４

０

０

町 の お 金 １,７４８

万円

万円

万円

４６９

万円

財源の内訳

政策推進課

町 の お 金 ３,６７１ 万円

地域整備課

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

２,４５１

浄化槽設置費の補助事業

借 り る お 金 ０ 万円

事業に必要なお金

浄化槽設置費用の一部を補助

事業の名前

担当する課万円

１,２９９

特定の路線を決まった時間に運行する町民

バス（北線・市街地循環線）に加えて、希

望の乗車場所から目的地まで送迎する予約

方式のデマンド型乗合バス「（愛称）おい

らバス」を運行しています。

下水道区域外等に新たに合併浄化槽を設置

する場合や単独浄化槽から合併浄化槽に改

修する場合などの設置費用と、既存合併浄

化槽の浸透ます更新費用の一部を補助しま

す。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 1 － 3

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%

№ 1 － 4

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%
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財源の内訳

町 の お 金 １億２,６２８ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金

お
も
な
事
業

安全に通行できるように維持管理

事業の名前 道路の維持補修事業

事業に必要なお金 １億２,６２８ 万円 担当する課 地域整備課

０ 万円

町 の お 金 ２億５,２１４ 万円

０ 万円

その他のお金 ０ 万円

予
算
の
し
く
み

家庭ごみの収集運搬および処分費用を負担

事業の名前 ごみ処理事業

事業に必要なお金 ２億５,２１４ 万円 担当する課 町民課

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金

家庭から出されるごみの収集運搬と処分

は、十和田市・六戸町・おいらせ町・五戸

町・新郷村の共同で行っています。

ごみの搬出量に応じた負担金を、十和田地

域広域事務組合に支払っています。

道路舗装や側溝などの補修工事や、草刈り

及び側溝清掃などの維持管理を行っていま

す。

一部の町道草刈りについては、パートナー

シップ除草作業事業により町内会等で行っ

ています。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 1 － 5

財源の割合（棒グラフ）

国 21%

県 0%

借 29%

他 0%

町 50%

№ 1 － 6

財源の割合（棒グラフ）

国 47%

県 0%

借 38%

他 0%

町 15%

11

財源の内訳

町 の お 金 ２,０７４ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ６,６００ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ５,３９０ 万円

その他のお金 ０ 万円

お
も
な
事
業

安全な通行と長寿命化のための整備・補修

事業の名前 橋りょう整備・補修事業

事業に必要なお金 １億４,０６４ 万円 担当する課 地域整備課

万円

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ８,７５０ 万円

その他のお金 ０ 万円

町 の お 金 １億４,９２５ 万円

予
算
の
し
く
み

安全で利便性の高い町道の新設・改良整備

事業の名前 道路新設改良事業

事業に必要なお金 ２億９,８８０ 万円 担当する課 地域整備課

特
定
財
源

国 の お 金 ６,２０５

生活関連道路整備計画、通学路交通安全プ

ログラム及び地域からの要望に基づき、町

道の新設・改良工事を行っています。

また、国の緊急搬送道路補助事業を活用

し、新たに住吉地区から三沢市立三沢病院

の区間の道路整備を行っています。

橋りょうの安全な通行と長寿命化のため、

橋りょうの整備や補修工事を行っていま

す。

令和６年度は、神明橋の補修工事を行いま

す。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 1 － 7

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%

№ 1 － 8

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 3%

借 0%

他 17%

町 80%

12

財源の内訳

お
も
な
事
業

地域の絆と住みよい地域社会の形成

事業の名前 コミュニティ推進事業

事業に必要なお金

町 の お 金 ４,３６１ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 １４１ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ９５０ 万円

５,４５２ 万円 担当する課 まちづくり防災課

万円

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ０ 万円

町 の お 金 １億６,８４５ 万円

予
算
の
し
く
み

冬期間の除雪・排雪

事業の名前 除雪対策事業

事業に必要なお金 １億６,８４５ 万円 担当する課 地域整備課

特
定
財
源

国 の お 金 ０

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

町内会活動の支援のため、地区の世帯数に

応じた町内会運営費を交付しています。

また、町内会活動の活性化と負担軽減を図

るため、町内会が管理している集会施設の

光熱水費に助成金を交付しています。

冬期間における町道等の道路交通を確保す

るため、除雪作業や融雪剤散布を行ってい

ます。

また、町内会等とのパートナーシップ事業

により、歩道除雪作業を行っています。



№ 1 － 9

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 16%

他 0%

町 84%

№ 2 － 1

財源の割合（棒グラフ）

国 48%

県 23%

借 0%

他 0%

町 29%

13

町 の お 金 万円３億９,５２７

財源の内訳

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 万円

県 の お 金 万円

借 り る お 金 万円

その他のお金 ５２７ 万円

万円

６億６,７１７

３億１,５６３

０

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 万円

借 り る お 金 万円

その他のお金 万円

町 の お 金 万円

０

７,５５０

０

３億９,１０７

特
定
財
源

国 の お 金 １１４

お
も
な
事
業

安心して子育てできる環境支援

事業の名前 民間保育園への運営費給付事業

事業に必要なお金 １３億８,３３４ 万円 担当する課 保健こども課

予
算
の
し
く
み

くらしを守る消防・防災体制の充実

事業の名前 消防体制の確保事業

事業に必要なお金 ４億６,７７１ 万円 担当する課 まちづくり防災課

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

児童の健全育成を目的として、保育園や認

定こども園に対し、教育や保育に要する費

用を給付しています。

国・県・町で負担し、実施している事業で

す。

町の消防・救急活動は、八戸市、三戸郡６

町村と共同で行っています。八戸地域広域

市町村圏事務組合の活動に必要な負担金を

支出しているほか、町内の消防団に装備品

購入費や出動経費を支出しています。

令和６年度は百石第４分団の水槽付き消防

ポンプ自動車を更新します。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 2 － 2

財源の割合（棒グラフ）

国 32%

県 29%

借 0%

他 2%

町 38%

№ 2 － 3

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 17%

借 0%

他 0%

町 83%

14

お
も
な
事
業

予
算
を
知
ろ
う

万円

町 の お 金 ６,８１５ 万円

子育て世帯の経済的負担を軽減

事業の名前 子どもの医療費補助事業

事業に必要なお金 ９,６６９

予
算
の
し
く
み

子育て環境の充実

事業の名前 子ども・子育て支援事業

事業に必要なお金 １億８,０２８ 万円 担当する課 保健こども課

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ５,７６５ 万円

県 の お 金 ５,１４８ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ３００

万円 担当する課 保健こども課

財源の内訳

町 の お 金 ８,０３１ 万円

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 １,６１４ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ２４ 万円

子どもの健やかな成長のために適切な環境

を整えることを目的として、放課後児童ク

ラブや児童館等の施設への助成を行ってい

ます。

また、延長保育などの特別保育事業や、子

育てショートステイ事業の利用に対する支

援を行います。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

子育てしやすい環境づくりと健康増進のた

め、児童生徒の保険適用分の医療費を無償

化する取り組みを行っています。

令和５年度までは０歳から中学校卒業まで

の児童生徒が対象でしたが、令和６年度か

らは高等学校卒業相当年齢までに拡充され

ます。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

町独自事業



№ 2 － 4

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 49%

借 0%

他 0%

町 51%

№ 2 － 5

財源の割合（棒グラフ）

国 47%

県 26%

借 0%

他 1%

町 26%

15

事業の名前

予
算
の
し
く
み

お
も
な
事
業

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ２億９,３２１ 万円

県 の お 金 １億５,９６９ 万円

町 の お 金 １億６,０８１ 万円

その他のお金 ３８３ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

事業に必要なお金 ６億１,７５４ 万円 担当する課 介護福祉課

万円

障がい者および障がい児の福祉事業

予
算
を
知
ろ
う

障がい者の自立支援の充実

県 の お 金 ７７２ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ０ 万円

町 の お 金 ７９６

ひとり親家庭の経済的負担を軽減

事業の名前 ひとり親家庭の医療費補助事業

事業に必要なお金 １,５６８ 万円 担当する課 保健こども課

財源の内訳 0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

居宅介護・施設入所支援や補装具購入費用

の助成など、障がいの状況に応じて、生活

または療養する上で必要な障害福祉サービ

スの提供を行っています。

保護者の経済的負担を軽減し、保護者及び

児童の健康を保つため、ひとり親家庭の

父、母及び児童に対し、保険適用分の医療

費を助成する取り組みを行っています。



№ 2 － 6

財源の割合（棒グラフ）

国 3%

県 2%

借 0%

他 10%

町 85%

№ 3 － 1

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 91%

借 0%

他 0%

町 9%

16

お
も
な
事
業

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 １,９１５ 万円

その他のお金

予
算
を
知
ろ
う

０ 万円

予
算
の
し
く
み

事業に必要なお金 ２,０９４ 万円

２３７ 万円

県 の お 金 １６３ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金

町 の お 金 １７９ 万円

疾病予防対策の充実

事業の名前 健康診査事業

事業に必要なお金 ７,７３０ 万円 担当する課 保健こども課

財源の内訳

担当する課 農林水産課

万円

地域農業の担い手への支援策

事業の名前 農業振興・多面的機能支払交付金事業

特
定
財
源

７９３ 万円

町 の お 金 ６,５３７

国 の お 金

借 り る お 金 ０ 万円

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

町民の健康増進を目的として、各種健（検）

診費用を助成しています。

成人に対しては、健康診査、がん検診、人

間ドックなどが対象となります。また、妊

産婦・乳児に対しては、妊産婦・乳児健康

診査、先天性股関節脱臼検診、新生児聴覚

検査などを対象としています。

地域農業の担い手の育成・確保を目的とし

て、農業を営む事業者や新規就農を希望す

る方に対し、機械設備購入費用等を助成し

ています。

また、農地・農場用施設の維持・向上を行

う組織への助成を行っています。



№ 3 － 2

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 8%

町 92%

№ 4 － 1

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%

17

お
も
な
事
業

予
算
を
知
ろ
う

町 の お 金 １億２,０８９ 万円

予
算
の
し
く
み

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

０ 万円

その他のお金 ０ 万円

学校給食費無料化で子育て環境を充実

事業の名前 学校給食費の無料化事業

事業に必要なお金 １億２,０８９ 万円 担当する課 学務課

借 り る お 金

万円

県 の お 金 万円

借 り る お 金 万円

その他のお金 万円

町 の お 金 万円

０

０

１２０

１,４５９

０
特
定
財
源

国 の お 金

観光物産事業を支援し、まちの魅力を発信

事業の名前 観光団体支援事業

事業に必要なお金 １,５７９ 万円 担当する課 商工観光課

財源の内訳

保護者の経済的負担の軽減や、子育て支援

の一環として、町内に住む小中学生の学校

給食費を町が全額負担し、給食費を無料化

する取り組みを行っています。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

町独自事業

町の物産事業支援や観光イベントを実施す

るため、町観光物産協会に補助金を交付し

ています。

百石まつり・下田まつり、白鳥の愛護活

動、森の感謝祭などのイベントを開催して

います。



№ 4 － 2

財源の割合（棒グラフ）

国 21%

県 0%

借 59%

他 19%

町 1%

№ 4 － 3

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 90%

他 0%

町 10%

18

予
算
を
知
ろ
う

万円

町 の お 金 ８３ 万円

予
算
の
し
く
み

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ７２０ 万円

その他のお金 ０ 万円

児童生徒の学習環境の保全対策

事業の名前 小中学校防犯施設整備事業

事業に必要なお金 ８０３ 万円 担当する課 学務課

お
も
な
事
業

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ２億３,１８０ 万円

その他のお金 ７,３００ 万円

町 の お 金 ４８８ 万円

建築用地の造成工事を実施

事業の名前 木ノ下中学校の講堂改築事業

事業に必要なお金 ３億９,１６９ 万円 担当する課 学務課

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ８,２０１

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

侵入犯罪等に対する安全対策のため、町内

小中学校８校に防犯カメラ等を設置するた

めの調査設計を行います。

実際に防犯カメラ等を取り付ける工事は令

和７年度に実施する予定です。

老朽化した木ノ下中学校の講堂（体育館）

の改築事業を行っています。講堂の建築工

事の期間は、令和６・７年度の２年間を予

定しています。

令和８年度に旧講堂の解体工事を行う予定

です。



№ 5 － 1

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 67%

町 33%

№ 5 － 2

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 31%

借 0%

他 0%

町 69%

19

町 の お 金 １,７３９ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０

お
も
な
事
業

予
算
を
知
ろ
う

予
算
の
し
く
み

県 の お 金 ７８０ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ０ 万円

人口増加のまち おいらせ町

事業の名前 定住促進事業

事業に必要なお金 ２,５１９ 万円 担当する課 政策推進課

万円

万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ２,４００ 万円

町 の お 金 １,１７１ 万円

ふるさと応援事業でおいらせ町をＰＲ

事業の名前 ふるさと納税事業

事業に必要なお金 ３,５７１ 万円 担当する課 商工観光課

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０

おいらせ町にふるさと納税をしてくれた方

に、お礼品として町の特産品をお届けして

います。

また、ふるさと納税サイトを活用し、町の

特産品をＰＲしながら、おいらせ町の魅力

を発信しています。

下田小学校と甲洋小学校区に住宅を取得し

た方への費用助成や、新婚世帯に対する新

生活費用の助成などにより、おいらせ町へ

の移住・定住を促進しています。

また、百石高校生を中心に、町の魅力をＰ

Ｒするための動画を作成し、町内外へ発信

する事業を行っています。
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町独自事業



№ 5 － 3

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 88%

町 12%

№ 5 － 4

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 82%

他 12%

町 6%
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町 の お 金 １,４０５ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 １億９,１６０ 万円

その他のお金 ２,７１３ 万円

老朽化した公共施設の長寿命化

事業の名前 公共施設の適正管理事業

事業に必要なお金 ２億３,２７８ 万円 担当する課 まちづくり防災課、社会教育・体育課

お
も
な
事
業

万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ２,１００ 万円

町 の お 金 ２９３ 万円

特
定
財
源

国 の お 金 ０

予
算
を
知
ろ
う

新庁舎及び病院建設に向けた調査の実施

事業の名前 新庁舎・病院建設事業

事業に必要なお金 ２,３９３ 万円 担当する課 総務課、社会教育・体育課、おいらせ病院

財源の内訳

予
算
の
し
く
み

庁舎（本庁舎・分庁舎）及び病院は、老朽

化が進んでいるうえ津波等浸水想定区域内

にあるため、安全な場所へ移転します。

令和６年度は病院建設予定地の発掘調査等

を行います。
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老朽化してきている公共施設をより長く使用

できるようにするため、計画的に修繕等を行

います。

令和６年度は、いちょう公園体育館、いちょ

う公園テニスコート、明神山コミュニティ防

災センター、本町地区コミュニティ消防セン

ター、百石第２・第１０分団消防屯所、洗平

地区農業改善センター、北公民館が対象で

す。



№ 5 － 5

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 90%

他 12%

町 1%

№ 5 － 6

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 6%

町 94%
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町 の お 金 ２４５ 万円

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 １億５,５３０ 万円

その他のお金 ２,０００ 万円

公共施設設備の省エネルギー化

事業の名前 公共施設照明器具ＬＥＤ化事業

事業に必要なお金 １億７,２８５ 万円 担当する課 社会教育・体育課

財源の内訳

健全な財政運営の推進

事業の名前 町債（町の借金）の償還

事業に必要なお金 ９億３,５１８ 万円 担当する課 財政管財課

財源の内訳

町 の お 金 ８億７,６４２ 万円

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ５,８７６ 万円

予
算
の
し
く
み

予
算
を
知
ろ
う

お
も
な
事
業

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

公共施設の照明をＬＥＤ照明に替え、省エネ

ルギー化しながら長期利用できるよう、計画

的に改修工事を行います。

令和6年度はいちょう公園体育館と町民交流

センターの照明器具改修工事を行い、いちょ

う公園多目的グラウンドと東公民館は、令和

７年度の改修工事に向けた実施設計を行いま

す。

道路や施設の建設事業など多くの費用を必

要とする事業を行うとき、町では金融機関

などから資金の借り入れをします。長期に

わたって返済することによって、世代間の

負担が公平になるようにしています。
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